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２　第３次整備計画の性格及び期間
　第３次整備計画は、令和４年３月に策定さ
れた「第３次千葉県特別支援教育推進基本計
画」（以下「第３次計画」という。）のうち、
県立特別支援学校の整備に係る具体計画とし
て策定したものである。計画期間は第３次計
画と合わせ、令和４年度から10年間としてい
る。

　第３次整備計画の実施に当たっては、10年
間の在籍者数の増減及び過密状況を正確に見
極めることは困難であることから、第２次整
備計画の継続事業に優先的に取り組むことを含
めた令和４年度から令和８年度まで（前期） 
と、令和９年度から令和13年度まで（後期）
に分けて推進することとする。後期計画の具
体的対応については、中間年の令和８年度に
中間評価を行った上で必要に応じて計画全体
を見直し、検討することとしている。

１　はじめに
　県教育委員会では、障害のある幼児児童生
徒の自立や社会参加に向けて、生涯にわたる
一人一人のライフステージに応じた適切な
支援を行うため、「千葉県特別支援学校推進
基本計画」を策定し、特別支援教育の推進を
図ってきた。一方で、特別支援学校での教育
に対する期待や信頼感の高まり等から、特別
支援学校の在籍者数が急激に増加し、知的障
害特別支援学校を中心に、過密状況が続いて
いる。
　これらの状況に対応するため、平成23年に

「県立特別支援学校整備計画」、平成29年に
「第２次県立特別支援学校整備計画」（以下
「第２次整備計画」という。）を策定し、過密
状況への対応を進めてきた。

　しかしながら、県立特別支援学校の過密状
況は依然続いており、引き続き対応が必要な
ことから、令和４年３月に「第３次県立特別
支援学校整備計画」（以下「第３次整備計画」
という。）を策定したところである。
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⑵手法について
　設置基準の趣旨に合致することを前提とし、
下記の二つの手法で対応する。
①学校の新設（県立学校及び市町村立学校の

転用可能な校地・校舎等の活用）
②既存校舎の増築等
　また、採用する具体的な整備の手法や想定
する学校規模については、第２次整備計画の
継続事業を含め、関係市町村等との協議の結
果、対応が可能となった段階で現在の児童生
徒数等の状況と今後の増加見込みを考慮し、
検討した上で整備に着手していく。

⑶具体的な対応について
【第３次整備計画（前期計画）における対応予定】

　また、各学校の在籍者数の増減や学校を取
り巻く状況等について引き続き注視し、上記
以外の県立特別支援学校においても、その状
況に応じて必要な対応を検討する。

５　おわりに
　後期計画における具体的対応については令
和８年度に改めて児童生徒数の推計を行い、
中間評価を行った上で、具体的対応を検討す
ることになるが、設置基準や大規模改修への
対応と併せ、各学校の状況に応じて個別に必
要な対応を検討していく。

３　特別支援学校設置基準について
　令和３年９月に特別支援学校設置基準（以
下「設置基準」という。）が公布された。こ
の設置基準を、特別支援学校を設置するのに
必要な最低の基準として位置付けるとともに、
特別支援学校の設置者は、特別支援学校の編
制、施設及び設備等がこの設置基準より低下
した状態にならないようにすることはもとよ
り、これらの水準の向上を図ることに努めな
ければならないと規定している。（第３次整
備計画p.28以降を参照）
　今後は、過密状況への対応に併せ、既存校
も含めた県立特別支援学校の設置基準への対
応が必要である。

４　第３次整備計画における対応について
⑴取組について
　第３次整備計画では、取組Ⅰについて優先
して取り組むこととしている。　　　

【取組Ⅰ「現在の過密状況への対応」】
　令和３年度現在、知的障害特別支援学校と
肢体不自由特別支援学校を合わせ、1,065人
規模の過密状況にあることから、これを解消
するため、学校の新設及び既存校への増築等
を行っていく。新設及び増築等を行う際は、
今後見込まれる児童生徒数増への対応も見込
んで整備する規模を設定し、対応することと
している。

【取組Ⅱ「今後見込まれる在籍児童生徒数増
　　　　 への対応」】
　令和３年度現在の推計に基づき、知的障害
特別支援学校と肢体不自由特別支援学校で見
込まれる、今後10年間の児童生徒数の増加に
対応するため、各学校の児童生徒数や教室の
使用状況等を踏まえ、学校の新設や既存校へ
の増築等の対応を検討し、教育環境の改善に
努める。

地域 対象校 対応障害種

千葉・葛南

千葉特別支援学校
八千代特別支援学校 知的障害

市川特別支援学校
船橋特別支援学校

知的障害
肢体不自由

東葛飾 松戸特別支援学校 肢体不自由

北総 印旛特別支援学校 知的障害

南房総 君津特別支援学校 知的障害
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植物や外来種を、写真やレプリカ、標本で展
示する。
 
３　調査の後で
　野外調査とそこでの標本収集だけでは仕事
は終わらない。博物館の本領が発揮されるの
はここからだ。データを記録するだけでな
く、持ち帰った膨大な標本を押し葉標本にし、
黙々と種を同定し、台紙に貼り、登録し、標
本庫に収める。普段は表に出ない、博物館職
員の地道な作業も紹介する。

４　ちばの植物研究
　千葉県における本格的な植物調査は、我が国
の植物学の父、牧
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ら多くの研究者が調査を行っ
ている。中央博物館の収蔵庫には、彼らが採
集した植物標本が多数収蔵されている。千葉
県を探検し、活躍した植物研究者が作成した
標本、著作など業績を展示する。

　中央博物館では、県内のどこにどのような
植物があるのか、これを記録する植物調査を
開館当初から続けている。未知のフィールド
を訪ねる野外調査は『探検』にも似ている。
新たな発見と少しの危険とが隣り合わせる植
物調査の魅力を、写真やレプリカ、調査用具を
はじめとする関連資料などにより紹介したい。
 
１　調査の前に
　野外調査には事前に装備を整えることが不
可欠である。明治期の調査では、ジャケット
が着用されるなど、現代とは趣が異なってい
た。現代の調査では、GPSで位置情報を得る
など情報通信技術も利用している。時代に
よって装備も変わるのだ。また野外では、あ
りふれた裏山や田んぼの脇など、ちょっとし
た場所にも危険な生きものが身を潜めている。
事前に展示を見て、あらかじめ危険を知って
おけば、安全に調査を完遂することができる
だろう。

２　調査
　千葉県には2,500種類もの植物が生息してい
る。調査では、分類群や季節によって様々な
見分け方を使い分けることが必要になる。そ
の悩み多き調査の実際を、写真や標本などで
紹介する。調査中には、これまでに報告され
たことのない植物が見付かることもある。こ
れが希少種であれば研究員の喜びもひとしお
だ。また、希少種や外来種を含めた植物の分
布情報も更新される。今回、千葉県の希少な
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県立中央博物館

春の展示
「ちばの植物　探・検・隊！－さあ、植物を調べる旅に出よう－」
３月11日（土）～５月28日（日）

さあ、調査が始まる！
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オオウナギは成長すると全長２ｍに達する魚
で、熱帯域を中心に分布し、房総からの記録
はごくわずかしかない。令和４年９月、12年
ぶりに南房総市で捕獲された個体を展示する。
　内房地域では、昭和30年代に全長２ｍ前後
のカラチョウザメとダウリアチョウザメの２
種のチョウザメが混獲された。それ以降、房
総からは全く記録がない貴重な標本のうち、
カラチョウザメの剥製を公開する。

３　「ふつうの魚」
　房総の海は夏季と冬季で水温差が大きい温
帯性だが、近年、地球温暖化による海水温の
上昇が指摘されており、長期的には房総で見
られる魚の種類が変化する可能性もある。当
館ではその変化を記録するために、標本資料
をはじめ、写真やビデオ、水温データの収集
を行っている。この展示では、今、房総の沿
岸でふつうに見られる魚を、標本や映像、生
体で紹介する。

　クサフグは、波打ち際へ押し寄せて産卵す
るという点では「珍魚」、産卵が毎年初夏の
風物詩としてなじみ深い点では「名魚」であ
り「ふつうの魚」といえる。

　分館海の博物館では、海の生きものを深く
掘り下げて紹介するマリンサイエンスギャラ
リーを毎年開催している。今回のテーマは、

「房総の魚　名魚・珍魚・ふつうの魚」で、
２月23日（木・祝）から５月７日（日）に開
催する。
　房総半島の西側は内湾性の東京湾、東側は
外洋性の太平洋に面している。また、南房総
エリアでは暖かい黒潮の影響を強く受けるの
に対して、銚子・九十九里エリアでは冷たい
親潮の影響を受けている。さらに、岩礁や砂
底、浅海から深海と様々な海洋環境が形成さ
れている。このため、房総の魚は多種・多様
である。この展示では、これらの魚を三つの
カテゴリーに分けて紹介する。

１　「名魚」
　房総で水揚げされる代表的な魚や、美味し
い魚を取り上げる。カツオは初夏になると房
総沖を北上し、曳
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釣り（釣糸を船で引き廻
す漁法）によって漁獲され、その日のうちに
水揚げされる。このため鮮度が非常に良く、

「日戻りカツオ」と呼ばれている。体が赤く、
眼が金色に光るキンメダイは房総沖の深海に
生息し、立

たて

縄
なわ

釣り（長い釣糸の先に多数の針
をつけて深海の魚を釣る漁法）で漁獲されて
いる。これらを、剥製や模型、実際に使われ
ている漁具などで紹介する。

２　「珍魚」
　房総ではめったに見られない魚や変わった
形の魚、不思議な生活を送る魚を紹介する。

県立中央博物館分館海の博物館
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マリンサイエンスギャラリー
「房総の魚　名魚・珍魚・ふつうの魚」
２月23日（木・祝）～５月７日（日）

クサフグ
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３　「出前中堅教員サポート塾」の紹介
⑴対象・目的
　採用から７～20年程度の小・中・義務教育
学校教員を対象とします。今日的教育課題等
について学び、専門性を高め、学校経営の中
核を担う教員としての資質・能力の育成を目
的とする研修です。
⑵研修テーマ（一部）

⑶受講の様子及びアンケート結果
　受講者の皆さんは、講話や演習・体験活動
などの研修に熱心に取り
組み、専門性を高められ
るような研修となっていま
す。受講後のアンケート
結果は表２のとおりです。

表２　R4出前中堅教員サポート塾アンケート結果

４　おわりに
　「出前塾」は多くの先生方から好評をいた
だいている研修です。各市町村教育委員会御
担当者様におかれましては、積極的な御活用
をよろしくお願いいたします。
（問合せ先：研究開発担当　043－276－1274）

１　「出前塾」とは
　「出前塾」をご存じですか？市町村教育委
員会の依頼を受けて、千葉県総合教育セン
ターの研究指導主事が講師として市町村に出
張、研修を行う、先生方の力量を高めるため
の能力開発事業です。対象や目的、研修テー
マにより、「出前あすなろ塾」と「出前中堅
教員サポート塾」の二つに分けられます。
２　「出前あすなろ塾」の紹介
⑴対象・目的
　教職経験１～６年程度の小・中・義務教育
学校教員（講師を含む）を対象とします。学
級づくりや授業づくりのポイントについて学
び、教員としての資質・能力向上を目的とす
る研修です。
⑵研修テーマ（一部）

⑶受講の様子及びアンケート結果
　講話から学んだり、実践や悩みを共有し合っ
たりすることで、考え
を広げ深める研修となっ
ています。受講後のアン
ケート結果は表１のとお
りです。

表１　R4出前あすなろ塾アンケート結果

県総合教育センターカリキュラム開発部

「出前塾」のご案内　
～先生方の力量を高めるための能力開発事業～

説明は分かりやすかった … 98.0％

教育実践に生かせる内容だった … 98.7％

研修は満足のいくものだった … 99.5％

説明は分かりやすかった … 99.6％

教育実践に生かせる内容だった … 100％

研修は満足のいくものだった … 98.6％

学級
づくり

「個を育てる」「集団を育てる」
「保護者との関係づくり」

授業
づくり

「分かる・できる授業づくり」
「生徒指導の機能を生かした授業づくり」
「能動的に考える授業づくり」　他
※他テーマもあります。詳細はお問合せください。

能力開発 「能動的自立研修の進め方について」
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「資質・能力を育成するためのカリキュラム・マネジ
メントについて」

「校内研究（研修）の進め方について」
「SDGsを取り入れた教育について」
「プログラミング教育コンテンツの活用について」
「クラウドの効果的な活用について」
「全国学力・学習状況調査について（結果分析と手引

きの活用）」　他
※他テーマもあります。詳細はお問合せください。


